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日本人女性における
妊娠中の体重増加量と

低出生体重児、巨大児との関連



妊娠中の体重増加量

「妊娠前から始める妊産婦のための食生活指針」（令和3年3月改定）より

• 妊娠中の体重増加量は
低出生体重児や巨大児
母の妊娠高血圧症候群

のリスク因子となることが報告されて
いる。

• 現在日本では妊娠中の体重増加量の目
標として、“妊娠期間全体”の体重増加
量が示されている。

〇低出生体重児
周産期死亡率が高い
成人後の高血圧、2型糖尿病、心疾患や脳血管疾患のリスクが高い

〇巨大児
異常分娩の頻度が増加し、肩甲難産や出生時骨折のリスクが増加する

(Barker DJ, Clin Obstet Gynecol. 2006;49:270-83)

(Beta J, et al.,Ultrasound Obstet Gynecol. 2019;54:308-18)



①

• 妊娠前BMIで5群に分け、低出
生体重児、巨大児に対して多項
ロジスティック回帰分析を実施

研究デザイン

②体重増加の“パターン”の影響は？
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①妊娠前BMI30以上の場合は？



妊娠中期から出産までの
体重増加量（kg）

①妊娠前BMI30以上の場合は？
妊娠前BMI

妊娠初期から中期までの
体重増加量（kg）

Int J Obes 2021;45(12):2666-2674

低出生体重児
巨大児

初期から中期：0～1.5kg

中期から出産：2～8kg（できれば2～4kg）
の体重変化では、低出生体重児や巨大児との関連は示されなかった。

BMI 30以上BMI 30以上



妊娠初期から中期までの体重増加量 (kg)
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②体重増加の“パターン”の影響は？

妊娠前BMI
20 ㎏/m²
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低出生体重児？
巨大児？

低出生体重児または巨大児のリスクが
1.5倍以上
低出生体重児または巨大児のリスクが
1.5倍未満

トータル
+10kg

低出生体重児または
巨大児のリスクは

1.5倍未満
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②体重増加の“パターン”の影響は？

妊娠前BMI
20 ㎏/m²

妊娠前BMI
20 ㎏/m²

妊娠初期妊娠初期 妊娠中期妊娠中期 出産時出産時

+6.5kg +3.5kg

低出生体重児？
巨大児？

低出生体重児または巨大児のリスクが
1.5倍以上
低出生体重児または巨大児のリスクが
1.5倍未満

トータル
+10kg

低出生体重児または
巨大児のリスクは

1.5倍以上
※この場合、低出生体重児のリスク1.76倍
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•98,052名の日本人において、妊娠前BMI（30以上を
含）に応じた体重増加パターンと低出生体重児/巨
大児との関連を解析した。

•妊娠期間の総体重変化が同一でも、体重増加パター
ンが低出生体重児/巨大児のリスクに影響する。

•妊娠初期から中期への体重増加が大きくても、中期
以降の体重増加を抑えると低出生体重児のリスクが
増加する可能性がある。
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